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役職員が金庫の目指す姿を共有し、
各現場の主体的な創意工夫で

新しい岡崎信用金庫を創り上げます。

現場力の強化

平素は岡崎信用金庫をご利用、お引き立ていただき、厚く御礼申し上げます。

今年度も、当金庫に対するご理解を一層深めていただくために、ディスクロージャー誌「おかしんの現況

2023」を発行いたしましたので、ご高覧いただきますようお願い申し上げます。

2022年度の地域経済は、半導体不足の影響を受け主力の自動車関連において生産が停滞したことに加え、

ロシアのウクライナ侵攻を背景とした資源高の一層の進行や円安による輸入価格の上昇が企業の業績を

圧迫するなど、景気は足踏み状態が続きました。

足元では、新型コロナウイルスの影響緩和を背景に経済活動の正常化が進んでいますが、国際的な金融

引き締めの影響を受けて世界経済の減速が予想されるなど、先行きは依然として不透明な状態が続いて

おります。

このような経済環境のもと、当金庫は、資金繰り対応に留まらず、ビジネスマッチング（販路拡大）、事業

承継・M&A、不動産有効活用、人材採用・育成、海外展開など、お客さまが抱える幅広い経営課題の解決

のサポートに注力してまいりました。

また、高齢化が進む社会で生じている課題の解決やお客さまの利便性向上につながる商品・サービスの

導入を進めました。具体的には、お客さまが将来認知・判断機能が低下した場合にあらかじめ指定して

おいた代理人が預金取引を行うことができる「将来に備える代理人サービス」の取り扱いを開始したほか、

「おかしんアプリ」を利用した口座振替受付サービスの対象収納機関の拡大や、アプリ通帳（通帳レス）

サービスの導入などに取り組みました。

店舗に関しましては、岡崎医療センター前支店（岡崎市）を新規出店したほか、下地支店（豊橋市）の

リニューアルを実施いたしました。また、大規模災害への備えとしてATMを搭載した移動店舗車を導入い

たしました。

こうした取組みを通じ、預金積金は前期末比374億円の増加、貸出金は同88億円の増加となるなど、

激しい競争のなかでも堅調な業績を収めることができました。また、損益状況につきましては、海外金利の

上昇などで大変厳しい収益環境となりましたが、経常利益25億3百万円、当期純利益29億63百万円を確保

することができました。これもひとえに、お客さまの温かいご支援の賜物と深く感謝申し上げます。

今年度は、2021年度を起点とする中期経営計画の最終年度となります。来年度に迎える創業100周年、

そしてさらにその先を見据えて、お客さまに高い付加価値を提供することができる専門スキルをもつ人材

の育成など、長期ビジョンに掲げる「地域一番の金融機関」の実現に向けた取り組みを進めてまいります。

引き続き、お客さまから一層の信頼をいただけますよう、役職員一丸となって業務運営に邁進する所存で

ありますので、今後とも格別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2023年7月

理 事 長 田中 秀明

基本方針・経営計画

計画の期間

計画の理念

２０２１年４月～２０２４年３月

2024年度に迎える創業100周年に向けて、地域との共存共栄という創業の原点を大切にしながら、
デジタル化時代に相応しい業務体制やビジネスモデルを構築するなど第二の創業ともいうべき変革を実現します。

役職員それぞれが自らの業務を通じて
三方よしの実現に努めます。

シンボルマーク
岡崎の「岡」の文字の草書体をイメージ化し、
人をデザインの要素に取り入れ、親しみのある
「ヒューマン・バンク」と、地域とともに歩む
「コミュニケーション・バンク」を表現しています。

バンクカラー
「オカシンレッド」人間性と情熱に溢れ、地域とともに歩む
金融機関を表現しています。
「オカシンブルー」信頼があり、知的で質の高い金融機関を
表現しています。

中期経営計画2024
～100年に1度の大変革を乗り超え次の100年へ～

当金庫は地元産業の発展と社会の繁栄に真心をもって奉仕する基本方針

地域一番の金融機関（お客さま、職員の満足度一番）長期ビジョン

お客さま本位の業務運営
中小企業の経営改善への取組み
相続、事業承継
医療・介護
海外ビジネス支援
DXへの取組み
店舗の充実
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（注）本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。
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